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平
素
は
、
本
会
の
発
展
の
た
め
献
身
的
な
ご
協
力
と
ご
指
導
を
賜
り
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

機
関
誌
「
武
徳
」
の
発
行
回
数
は
年
間
春
秋
の
二
回
で
あ
り
ま
し
た
が
、
誌
面
の
更

な
る
充
実
と
物
価
高
騰
を
理
由
に
年
一
回
に
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

今
後
、
よ
り
良
い
誌
面
の
充
実
に
向
け
機
関
誌
編
集
員
会
一
同
、
尚
一
層
の
努
力
を
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

さ
て
、
昨
年
四
月
の
第
七
回
世
界
武
徳
祭
、
第
六
十
三
回
全
国
武
徳
祭
で
は
海
外

二
十
カ
国
か
ら
の
武
道
家
と
多
数
の
本
部
先
生
方
が
武
道
の
聖
地
、
京
都
市
旧
武
徳
殿

に
結
集
し
、
全
て
の
行
事
を
無
事
成
功
に
納
め
本
会
の
大
き
な
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
武
徳
殿
正
面
に
念
願
の
創
立
百
三
十
周
年
、
戦
後
八
十
年
を
記
念
し
た
「
世
界

平
和
祈
願
碑
」
を
建
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

除
幕
式
で
は
、
参
加
者
全
員
が
戦
争
や
飢
餓
、
苦
し
み
の
な
い
世
界
に
向
け
て
心
を

新
た
に
祈
り
を
捧
げ
平
和
を
誓
っ
た
感
動
の
時
と
な
り
ま
し
た
。
世
界
各
地
で
未
だ
止

ま
な
い
戦
火
や
緊
張
し
た
安
全
保
障
環
境
は
衰
え
が
見
え
な
い
こ
と
は
誰
も
が
憂
慮
し

て
い
る
な
か
、
意
義
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
国
際
部
本
部
の
米
国
を
は
じ
め
カ
ナ
ダ
、
欧
州
、
オ
セ
ア
ニ
ア
を
中
心
に
約

三
十
三
カ
国
に
支
部
を
お
き
日
本
の
刀
剣
ア
ニ
メ
人
気
が
武
道
ブ
ー
ム
の
追
い
風
と
な

り
入
門
者
も
増
加
し
て
い
る
現
状
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
秋
に
は
米
国
バ
ー
ジ
ニ
ア
ビ
ー
チ
に
お
い
て
国
際
部
六
十
周
年
の
記
念
行
事
が

開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
世
界
の
地
域
や
国
ご
と
に
武
道
行
事
が
躍
動
的
に
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

平
和
祈
願
碑
か
ら
発
す
る
世
界
平
和
の
望
み
は
、
参
列
し
た
全
て
の
武
道
家
が
母
国

に
持
ち
帰
り
全
世
界
に
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

一
方
、
国
内
に
お
き
ま
し
て
は
少
子
高
齢
化
が
深
刻
化
し
、
高
齢
に
よ
る
指
導
者
の

減
少
、
出
生
率
の
低
下
に
よ
る
青
少
年
の
減
少
に
憂
慮
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
国
内
の
武
道
界
全
体
に
お
い
て
も
同
様
の
現
状
か
ら
武
種
の
垣
根
を
越
え

た
武
道
人
口
増
加
に
向
け
て
各
自
治
体
と
も
連
携
し
て
取
り
組
ま
れ
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
会
の
目
的
と
す
る
日
本
伝
統
武
道
の
継
承
と
発
展
、
青
少
年
の
育
成
や
国
際
交
流

推
進
を
発
展
さ
せ
る
た
め
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

本
会
で
は
、
武
道
執
行
専
門
委
員
の
活
動
の
補
助
と
将
来
の
人
的
基
盤
向
上
を
目
的

に
准
武
道
執
行
専
門
委
員
を
指
定
し
て
お
り
ま
す
。
指
定
基
準
と
し
て
い
る
本
会
四
段
、

五
段
の
一
般
会
員
で
団
体
長
の
推
薦
を
受
け
た
将
来
性
を
有
す
る
も
の
か
ら
指
定
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
後
、
有
段
者
の
一
般
会
員
に
枠
を
拡
大
し
て
推
薦
し
て
い
た
だ
く

こ
と
へ
と
改
正
を
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

准
武
道
執
行
委
員
は
、
武
道
の
修
練
に
加
え
て
本
会
主
催
行
事
の
運
営
に
参
画
し
、

会
場
の
設
営
や
入
場
警
備
、
参
加
者
の
誘
導
、
突
発
事
故
・
事
案
へ
の
対
応
等
幅
広
い

管
理
運
営
業
務
を
通
し
て
会
の
目
的
を
深
く
理
解
し
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
取
組
み
、
会

員
間
団
結
を
深
め
る
こ
と
で
団
体
の
相
互
交
流
や
友
情
を
深
め
る
発
展
的
な
成
果
を
あ

げ
て
お
り
ま
す
。

本
会
の
将
来
を
支
え
る
に
は
、
武
道
の
修
練
や
各
地
域
で
の
活
発
な
活
動
は
も
と
よ

り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
駆
使
し
た
新
時
代
の
情
報
発
信
や
新
企
画
等
、
実
現
す
る
に
は
若
い
力

が
必
要
不
可
欠
で
す
。
武
歴
の
浅
い
者
で
も
高
度
な
知
識
技
能
を
有
す
る
も
の
が
多
く

い
る
と
見
込
ま
れ
、
従
前
の
形
に
拘
る
考
え
か
ら
脱
却
し
、
更
な
る
発
展
を
進
め
た
と

考
え
ま
す
。

ま
た
、
青
少
年
育
成
は
、
本
会
の
未
来
に
希
望
を
繋
ぐ
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。

崇
高
な
武
徳
の
精
神
は
彼
ら
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
一
人
で
も

多
く
の
後
継
者
を
育
成
す
る
に
は
、
大
き
な
夢
を
持
た
せ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

今
年
、
計
画
さ
れ
て
い
る
イ
タ
リ
ア
で
の
武
徳
祭
で
は
、
選
抜
さ
れ
た
青
少
年
が
参

加
い
た
し
ま
す
。

日
本
の
伝
統
武
道
を
海
外
で
披
露
す
る
夢
の
実
現
を
継
続
し
て
行
う
予
定
で
す
。

国
内
外
の
遠
征
に
は
経
費
も
必
要
で
す
。
ま
た
学
校
行
事
や
周
囲
の
ご
理
解
も
必
要

と
な
り
ま
す
、
保
護
者
の
皆
様
に
は
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
彼
ら
に
は
そ
の
負
担
以
上
に
得
が
た
い
遠
征
地
の
文
化
や
歴
史
を
知
り
、

現
地
の
青
少
年
と
の
交
流
と
い
っ
た
体
験
は
人
生
の
財
産
と
な
り
、
未
来
を
更
に
広
げ

て
い
く
糧
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

世
界
武
徳
祭
に
先
駆
け
て
開
催
さ
れ
た
国
際
武
道
講
習
会
の
反
響
は
大
き
く
、
海
外

の
武
道
家
の
本
会
流
派
、
団
体
へ
の
関
心
は
高
ま
り
、
熱
心
な
受
講
姿
勢
は
本
部
指
導

者
に
も
感
銘
を
受
け
る
成
果
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
終
了
後
か
ら
国
際
部
本
部
を
通
じ

て
武
道
の
指
導
や
交
流
を
求
め
る
要
望
が
多
数
来
て
お
り
、
今
後
も
国
内
外
に
お
い
て

活
発
な
活
動
に
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

本
会
の
未
来
に
は
活
力
漲
る
若
い
力
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
パ
ワ
ー
を
必
要
と
し
て
い

ま
す
。
団
体
長
の
皆
様
は
積
極
的
な
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

最
後
に
皆
様
の
ご
健
康
、
ご
多
幸
、
本
会
の
発
展
を
お
祈
り
申
上
げ
ま
す
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
パ
ワ
ー
に
未
来
を
託
し
て

代
表
理
事

　山
田

　文
典
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令
和
七
年
四
月
二
十
八
日
午
前
、
大
日
本
武
徳
会
創
立
百
三
十
周
年
記
念
、
世
界
平
和
祈
願

碑
の
除
幕
式
が
、
東
伏
見
慈
晃
総
裁
猊
下
、
吉
田
吉
比
呂
京
都
市
副
市
長
の
ご
臨
席
の
下
、
ま

た
大
日
本
武
徳
会
の
幹
部
・
高
段
者
及
び
第
七
回
世
界
武
徳
祭
に
出
場
す
る
た
め
来
日
し
た
多

数
の
外
国
人
武
道
家
の
参
加
を
得
て
、
京
都
市
武
道
セ
ン
タ
ー
及
び
旧
武
徳
殿
の
間
の
敷
地
に

お
い
て
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
世
界
平
和
祈
願
碑
の
設
置
は
、
本
会
の
百
三
十
周
年
記
念
と
終
戦
八
十
周
年
の
歴
史
的

節
目
に
お
い
て
、
地
球
上
の
恒
久
的
な
世
界
平
和
を
祈
願
す
る
と
と
も
に
、
本
会
の
伝
統
武
道

の
保
存
継
承
に
対
す
る
決
意
を
示
す
象
徴
的
な
レ
ガ
シ
ー
を
残
す
と
い
う
趣
旨
で
、
本
会
の
前

代
表
理
事
が
考
案
さ
れ
、
自
ら
全
額
寄
付
を
さ
れ
て
実
現
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
総
裁
猊
下
及
び
京
都
市
副
市
長
か
ら
の
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
た
後
、
全
員
が
記
念

碑
の
前
に
移
動
し
、
参
集
し
た
武
道
家
た
ち
に
囲
ま
れ
て
厳
か
に
除
幕
さ
れ
、
そ
の
場
に
い
た

全
員
が
か
た
ず
を
の
む
中
見
事
な
碑
が
現
れ
ま
し
た
。

前
代
表
理
事
か
ら
記
念
碑
の
説
明
と
記
念
碑
建
立
に
際
す
る
深
い
思
い
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の

後
全
員
で
記
念
撮
影
を
し
て
、
式
典
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
、
本
記
念
碑
が
未
来
永
劫
、
武
道
を
通
じ
て
世
界
平
和
が
保
た
れ
る
こ
と
の
象
徴
と
し

て
輝
き
続
け
る
こ
と
を
、
切
に
祈
念
い
た
し
ま
す
。

除
幕
式
は
無
事
に
進
行
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

一
方
で
、
我
々
チ
ー
ム
員
は
、
武
徳
会
以
外
の
武
道
セ
ン
タ
ー
利
用
者
が
車
で
来
場
し
な
い

よ
う
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
、
一
人
、
ま
た
一
人
と
刀
ケ
ー
ス
を
も
っ
た
来
場
者
が
セ
ン
タ
ー
に
入
っ
て
い

く
。
聞
け
ば
、
三
十
名
程
度
の
方
々
が
補
助
競
技
場
で
居
合
道
の
稽
古
を
す
る
と
い
い
、
車
は

十
台
く
ら
い
来
る
と
の
こ
と
。

事
情
を
説
明
す
る
と
、御
納
得
を
得
る
こ
と
が
で
き
、そ
の
上
、責
任
者
と
思
し
き
方
が
、チ
ー

ム
員
と
一
緒
に
入
口
に
立
っ
て
、
車
で
来
ら
れ
た
そ
の
団
体
の
方
々
に
説
明
を
し
て
下
さ
っ
た

の
だ
！

ま
さ
に
天
の
助
け
か
。

と
は
い
え
、
他
の
駐
車
場
の
利
用
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
運
転
者
か
ら
駐
車
料
金
差
額
の

負
担
を
求
め
ら
れ
る
と
い
う
一
幕
も
あ
っ
た
が
。
他
に
は
、
近
く
の
医
院
に
行
く
た
め
に
駐
車

場
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
方
に
他
の
駐
車
場
利
用
を
お
願
い
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

十
五
分
く
ら
い
経
過
し
た
頃
だ
ろ
う
か
、
ま
た
難
局
が
や
っ
て
き
た
。
な
ん
と
、
同
時
に
右

折
と
左
折
の
車
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
武
道
セ
ン
タ
ー
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
。
聞
け
ば
、
弓
道
場

の
利
用
者
だ
と
い
う
。
左
右
の
車
に
個
別
に
お
願
い
す
る
間
に
、
さ
ら
に
無
関
係
の
後
続
車
両

が
渋
滞
し
始
め
た
の
だ
！

万
事
休
す
で
あ
る
。

止
む
を
得
な
い
。
私
は
、
ゲ
ー
ト
前
の
ス
ペ
ー
ス
ま
で
車
両
を
誘
導
す
る
と
決
断
し
た
。
利

用
者
の
方
々
は
、
我
々
の
御
説
明
に
は
一
応
納
得
し
た
様
子
で
、
ゲ
ー
ト
前
の
車
の
整
理
に
御

協
力
い
た
だ
い
た
。

す
る
と
今
度
は
、「
ゲ
ー
ト
前
は
、
本
来
駐
車
ス
ペ
ー
ス
で
は
な
い
」
と
武
道
セ
ン
タ
ー
職

員
か
ら
お
叱
り
を
受
け
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
員
が
、
各
方
面
に
な
ん
と
か
御
理
解
い
た
だ
く
努
力
を
継
続
し
、
そ
う

こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
午
前
九
時
三
十
分
頃
、
山
田
先
生
か
ら
「
今
よ
り
車
両
通
行
可
」
と

指
示
が
あ
っ
た
！
チ
ー
ム
員
一
同
、
安
堵
の
声
を
上
げ
た
。
チ
ー
ム
員
は
、
利
用
者
の
方
々
に

は
で
き
る
だ
け
て
い
ね
い
に
御
礼
申
し
上
げ
、
武
道
セ
ン
タ
ー
職
員
は
、
ゲ
ー
ト
前
に
車
を
停

め
た
各
施
設
の
利
用
者
に
車
を
動
か
す
よ
う
伝
達
し
て
回
っ
て
下
さ
っ
た
。

世
界
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
極
め
て
重
要
な
ピ
ー
ス
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
除
幕
式
が
、
滞
り
な
く
、

無
事
に
開
催
で
き
た
の
は
、
大
日
本
武
徳
会
の
会
員
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
武
道
団
体
や
武
道

セ
ン
タ
ー
職
員
、
ま
た
、
一
般
市
民
の
皆
様
の
御
協
力
の
お
か
げ
で
も
あ
る
こ
と
を
、
武
徳
会

会
員
諸
先
生
方
に
是
非
と
も
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
筆
を
執
っ
た
次
第
で
あ
る
。

令
和
七
年
四
月
二
十
八
日
午
前
八
時
五
十
七
分
、
管
理
運
営
委
員
長
の
山
田
文
典
先
生
か
ら
、

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
に
て
連
絡
が
入
っ
た
。「
た
だ
今
よ
り
車
両
通
行
不
可
に
な
っ
た
ー
。」
車
両

の
通
行
を
止
め
る
よ
う
指
示
が
入
っ
た
の
だ
。

私
は
、
即
座
に
山
田
先
生
か
ら
の
指
令
を
復
唱
す
る
。
急
遽
編
成
さ
れ
た
私
を
含
め
て
五
名

の
チ
ー
ム
員
は
全
員
、
赤
色
誘
導
棒
を
手
に
武
道
セ
ン
タ
ー
入
口
歩
道
の
配
置
に
つ
い
た
。

ピ
ー
ス
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
除
幕
式
に

御
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
へ
の
感
謝

一
心
無
双
流
居
合
道
剣
心
会

中
野　

秀
人

世
界
平
和
祈
願
碑
除
幕
式
報
告
書

国
際
部

坂
本　

俊
一
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In Commemoration of 130th Anniversary of DNBK 
And the 7th World Butoku Sai 

Official Program of the Opening Ceremony

大日本武徳会創立130周年記念
第7回世界武徳祭・第63回全国武徳祭

開会式・祝宴会プログラム

令和７年４月28日 April 28, 2025 
ウェスティン都ホテル 瑞穂の間、Westin Miyako Hotel Mizuho no Ma

主催：Sponsored by
一般社団法人大日本武徳会 The Dai Nippon Butoku Kai General Corporation 

大日本武徳会国際部 DNBK International Division
協賛：日本教育文化センター JECC Inc. NPO Corporation

後援：Supported by
京都府 Kyoto Prefecture Government 

京都市 Kyoto City
京都新聞 Kyoto Newspaper開会式式次第

11 2026年号



122026年号

Opening Ceremony Venue

16時より開始予定　Starting time 16：00
総合司会：濱上雅子　MC：Masako Hamagami
通訳：Interpreter：Jeffrey Williams

総裁・御来賓入場　Entering of Sosai and Official Guests of Honor
開会式宣言　大会副委員長　竹田 豊　Opening Ceremony Declaration
国旗に礼　黙祷　Rei to the National Flag and Silent Prayers
国 歌 斉 唱　National Anthem
開 会 挨 拶　大会委員長　濱田鉄心　Opening Remarks  Tesshin Hamada
開 会 式 辞　大会会長 総裁　東伏見慈晃　Opening Ceremony Address

Sosai  Higashifushimi Jiko

［おことば］
特 別 御 来 賓　彬子女王殿下　Special Guest of Honor,

Her Imperial Highness, Princess Akiko
［来賓祝辞］
京 都 府 知 事　西脇隆俊　Governor of Kyoto Prefecture, Takatoshi Nishiwaki
京 都 市 長　松井孝治　Mayor of Kyoto City, Koji Matsui
宣　　　　誓　Pledge Declaration of Participants
日 本 代 表　小田朱乃　Akeno Oda , Japan
国 際 部 代 表　ホリー・クンパイティス　Hollie Kumpaitis, DNBK International Division
表　　　　彰　Recognitions
京都府知事賞　Kyoto Governor Award

山田文典　Hubert Thomas

京 都 市 長 賞　Kyoto Mayor Award
上村雅彦　Ken Tallack

京 都 新 聞 賞　Kyoto Newspaper Award
坂本俊一　Carl Long

武 徳 栄 誉 賞　最高段位表彰者　Butoku Illustrious Merit of Honor Award
竹田　豊　Yutaka Takeda	 伊藤　学　Manabu Ito
木下公子　Kimiko Kinoshita	 市村　章　Akira Ichimura
村田雅人　Masato Murata	 山本楠城　Nanjyo Yamamoto



13 2026年号

武徳騎士賞　Butoku Knight Award
落合春彦、Roger Payne

武徳青少年育成功労賞　Butoku Dedication Award for Youth Program
中田浩大、 Larry King

総　裁　賞　Sosai Award
平　松男  Kim Baylor

理 事 長 賞　President of DNBK Award
道観世宗慶、田中天心、東出廣志、北川 茂、藤井正巳、松村則夫、
山本勇、北野隆雄、Alfred Vismara, Kevin Walsh, Pietro Paterna,
Jeff Hastings, Codruta Rechesan, Herbert Aroca, Robert Dejardin

武徳国際平和賞　Butoku World Peace Award
DNBK ID – Steve Mahan to receive on behalf of ID groups.

国際武徳優秀賞　International Butoku Outstanding Leadership Award
DNBK ID Official Representatives, Coordinators and Selected Dojo Heads:
Berthiaume Sylvain, Faucher Alain, Mark Richard, Scrivens Bruce, Taylor Dan, 
Boyle Michael, Gusack Christopher, Steinbeck Peter

国際武徳奨励賞　International Butoku Leadership Commending Award
Araujo Jose Manuel, Bardanzellu Fabio, Fehr Bjoern, Lafrance Benoit, Neidhart 
Alex, Selvey Michael, Walker Antoine, Williams Michael, Wimmer Wolfgang, 
Backus Christopher, Campbell Peter, Daniel Michael, Hayes Dennis, Heilman 
Lorraine, Kumpaitis Hollie, Martin Betty, Meko Devon, Michel Frank, Myers, Jr. 
Bruce, Myers, Sr. Bruce, Nguyen Suzanne, O’Hargan Margarita, Peng Tony, 
Rossmiller Keith, Tenia Sheldon, Witter Elizabeth, Williams Jeff, Furguson 
Cynthia

武徳功労賞　Butoku Meritorious Service Award
齋木泰徳、二又静明、長田順一、中森茂範、樋口友視、村山盛哲、小松秀敏

閉 会 の 辞　大会委員長　濱田鉄心　Ending Remark　　Tesshin Hamada

閉 会 宣 言　大会副委員長　竹田　豊　Ending Declaration　　Yutaka Takeda
記 念 写 真　Official Commemorative Photos



大
日
本
武
徳
会
創
立
百
三
十
周
年
第
七
回
世
界
武
徳
祭
第
六
十
三
回
全
国
武
徳
祭
に
お
き
ま

し
て
京
都
府
知
事
賞
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
会
創
立
百
三
十
周
年
、
終
戦
八
十
年
の
大
き
な
節
目
の
年
に
記
念
す
べ
き
大
会
に
お
い
て

京
都
府
在
住
の
私
に
と
っ
て
知
事
賞
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
は
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
改
め
て

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

武
徳
祭
の
前
日
の
朝
、
武
道
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
世
界
平
和
祈
願
碑
序
幕
式
が
取
り
行

わ
れ
本
会
代
表
理
事
濱
田
鉄
心
先
生
が
巨
額
の
私
費
を
投
じ
て
ピ
ー
ス
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
起
立

さ
れ
世
界
平
和
の
実
現
を
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
二
十
カ
国
二
百
五
十
名
の
国
際
部
武
道
家

と
本
部
の
先
生
方
が
見
守
る
中
、
厳
粛
に
厳
か
に
式
典
に
立
ち
会
っ
た
後
の
表
彰
と
な
り
感
動

の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

武
徳
祭
当
日
、
当
流
派
の
参
加
剣
士
に
平
和
祈

願
碑
の
趣
旨
説
明
、
式
典
の
感
動
を
伝
え
記
念
写

真
を
と
り
ま
し
た
。

今
後
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
見
る
人
全
て
が
平
和

の
尊
さ
を
考
え
、
実
行
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

私
は
、
今
回
の
大
き
な
感
動
を
心
の
糧
と
し
て

日
本
伝
統
武
道
の
保
存
継
承
、
本
会
の
更
な
る
発

展
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
生
方
、
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

京
都
府
知
事
賞
を
受
賞
し
て

京
都
府
知
事
賞

一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
理
事

一
心
無
双
流
居
合
道
剣
心
会　

総
師
範

山
田　

文
典

令
和
七
年
四
月
二
十
八
日
午
前

『Peace M
onument D

edication 

世
界
平
和
祈
願
碑
除
幕
式
セ
レ
モ
ニ
ー 

』
が
、
京
都
市

武
道
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
の
旧
武
徳
殿
北
側
で
、
立
命
館
大
学
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
合
唱
団
の
豪
華
な

演
奏
に
彩
ら
れ
な
が
ら
ご
来
賓
様
と
会
員
の
皆
様
が
一
堂
に
会
し
て
平
和
の
願
い
を
祈
り
、
そ

し
て
除
幕
式
が
厳
か
に
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は 

京
都
ウ
エ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル 

に
て

『
大
日
本
武
徳
会 

創
立
百
三
十
周
年
記
念 

第
七
回
世
界
武
徳
祭 

第
六
十
三
回
全
国
武
徳
祭 

』

開
会
式
と
記
念
祝
宴
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
開
会
式
の
場
に
お
い
て
栄
え
あ
る 

京
都
市
長
賞 

を
い
た
だ
き
、
受
賞
の
誉
に
浴
し
ま

し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も 

一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会 

が
更
な
る
発
展
を
成
し
、
後
世
に
名
実
と
も

に
日
本
武
道
の
指
針
と
し
て
世
界
平
和
を
成
し
得
る
団
体
で
あ
る
べ
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。至

ら
ぬ
私
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
微
力
な
が
ら
お
役
に
立
て
れ
ば
と
存
じ
ま
し
て
武
道
探
求

の
道
を
歩
ま
せ
て
い
た
だ
く
所
存
に
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

京
都
市
長
賞
を
頂
き

京
都
市
長
賞

一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会 

理
事

武
道
探
求 

正
守
和
道
塾　

塾
主

上
村　

雅
彦

平和祈願碑前で当会参加剣士と共に

342026年号



総
裁
東
伏
見
慈
晃
様
、代
表
理
事
濱
田
鉄
心
先
生
を
始
め
、本
部
役
員
並
び
に
事
務
局
の
方
々

の
お
取
り
計
ら
い
に
よ
り
、
素
晴
ら
し
い
創
立
百
三
十
周
年
記
念
大
会
が
終
え
ら
れ
ま
し
た
事
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
は
、
身
に
余
る
九
段
位
を
賜
り
、
大
変
恐
縮
致
し
て
お
り
ま
す
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
日
本
の
古
武
道
が
海
外
の
多
く
の
方
々
に
理
解
さ
れ
、
日
々
修
行
を
積
み
重
ね
て

お
ら
れ
ま
す
事
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
共
に
、
私
た
ち
も
日
本
人
と
し
て
誇
り
を
持
ち
、
修
行

を
通
じ
て
心
と
技
を
後
世
に
伝
え
て
ゆ
く
べ
く
、
い
つ
ま
で
も
初
心
を
忘
れ
ず
、
後
進
の
指
導

を
続
け
て
行
か
な
け
れ
ば
と
身
を
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
関
係
各
位
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
し
て
、
お
礼
の
言
葉
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

四
月
二
十
八
日
大
日
本
武
徳
会
創
立
百
三
十
周
年
記
念
行
事
、
第
七
回
世
界
武
徳
祭
、
第

六
十
三
回
全
国
武
徳
祭
開
会
式
当
日
、
濱
田
先
生
の
私
財
に
よ
る
世
界
平
和
記
念
碑
除
幕
式
の

後
の
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
京
都
瑞
穂
の
間
に
お
い
て
記
念
祝
宴
会
が
開
催
さ
れ
、
彬
子
女

王
殿
下
の
ご
臨
席
賜
り
、
西
脇
京
都
府
知
事
、
松
井
京
都
市
長
ご
出
席
の
場
に
お
い
て
濱
田
鉄

心
代
表
理
事
に
見
守
ら
れ
る
中
、
東
伏
見
慈
晃
総
裁
に
よ
り
最
高
段
位
、
武
徳
名
誉
賞
を
い
た

だ
き
、
技
だ
け
で
な
く
人
格
精
神
等
の
初
心
に
戻
り
修
行
に
励
み
ま
す
。

少
し
で
も
武
徳
会
に
貢
献
で
き
る
様
頑
張
り
ま
す
の
で
東
伏
見
慈
晃
総
裁
、
代
表
理
事
濱
田

創
立
百
三
十
周
年
記
念
大
会
に
於
き
ま
し
て

武
徳
栄
誉
賞

日
本
古
武
道
武
公
館
道
場　

館
長

木
下　

公
子

武
徳
栄
誉
賞
を
受
賞
し
て

武
徳
栄
誉
賞

双
水
執
流
武
尊
会

伊
藤　
　

學

こ
の
度
、
令
和
七
年
四
月
二
十
五
日
の
武
道
講
習
会
を
皮
切
り
に
三
十
日
の
国
際
錬
成
大
会

ま
で
の
六
日
間
に
わ
た
る
一
連
の
行
事
に
フ
ル
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
更
に
世
界
武
徳
祭
で

は
「
京
都
新
聞
賞
」
と
い
う
京
都
府
知
事
賞
、
京
都
市
長
賞
に
並
ぶ
賞
を
い
た
だ
く
と
い
う
光

栄
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
私
一
人
の
力
で
頂
け
た
賞
で
も
な
け
れ
ば
、
何
か
私
自
身
に
特
別
な
受
賞
理
由
が

あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
国
際
部
の
特
に
武
心
館
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
よ

り
素
晴
ら
し
い
演
武
を
み
せ
よ
う
と
事
前
稽
古
を
積
み
重
ね
た
結
果
が
こ
の
よ
う
な
賞
の
受
賞

に
つ
な
が
っ
た
も
の
で
、
言
わ
ば
一
緒
に
稽
古
し
て
き
た
皆
で
頂
い
た
賞
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。十

九
日
に
武
心
館
の
精
鋭
と
同
じ
ホ
テ
ル
に
入
り
、
翌
日
か
ら
若
手
に
交
じ
っ
て
稽
古
し
、

団
体
演
武
で
ビ
シ
ッ
と
形
を
極
め
る
こ
と
だ
け
に
集
中
し
た
数
日
間
の
思
い
出
は
、
今
と
な
っ

て
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
が
、
正
直
、
一
日
目
の
夕
方
は
「
あ
と
何
日
こ
れ
が
続
く
ん
だ

ろ
う
。
ズ
ー
ム
で
何
度
も
稽
古
し
た
の
に
、こ
ん
な
こ
と
で
本
当
に
形
は
極
ま
る
ん
だ
ろ
う
か
」

と
、
こ
の
年
齢
に
な
っ
て
高
校
生
が
感
じ
る
よ
う
な
久
し
ぶ
り
の
不
安
と
絶
望
感
で
一
杯
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
日
を
重
ね
る
う
ち
に
、
初
め
は
基
本
の
動
き
す
ら
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
の
が
徐
々

に
ま
と
ま
っ
て
き
て
、
そ
の
う
ち
に
指
導
し
て
い
る
私
の
方
が
逆
に
細
か
い
と
こ
ろ
を
指
摘
さ

れ
る
く
ら
い
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。
そ
し
て
本
番
で
は
、
若
手
か
ら
高
段
者
ま
で
が
一
つ
に

な
っ
て
、
気
合
の
籠
っ
た
い
い
形
を
打
て
た
と
思
い
ま
す
。

京
都
新
聞
賞
っ
て
ど
ん
な
賞
で
す
か
。
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
武
心
館
の
連
中
と
の
絆
を
よ
り

一
層
固
め
る
こ
と
が
で
き
た
結
果
、
皆
で
頂
戴
し
た
特
別
な
賞
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
七
回
世
界
武
徳
祭
・
第
六
十
三
回
全
国

武
徳
祭
で
京
都
新
聞
賞
を
受
賞
し
て

京
都
新
聞
賞

国
際
部

坂
本　

俊
一
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濱
田
代
表
理
事
及
び
役
員
の
先
生
方
又
各
武
道
の
先
生
方
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

当
日
は
初
め
て
壇
上
に
上
が
り
東
伏
見
総
裁
よ
り
表
彰
状
を
受
け
、
彬
子
女
王
殿
下
へ
の
御

礼
と
実
に
緊
張
の
一
瞬
で
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
大
日
本
武
徳
会
の
繁
栄
を
祈
る
と
と
も
に
武
道
に
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

又
今
回
も
世
界
の
武
道
家
の
方
々
の
所
作
と
礼
節
及
び
規
律
の
良
さ
に
感
心
い
た
し
ま
し
た
。

我
々
見
習
う
事
が
多
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
度
の
第
七
回
世
界
武
徳
祭
・
第
六
十
三
回
全
国
武
徳
祭
に
於
い
て
、
誠
に
僭
越
な
が
ら

愚
生
が
「
理
事
長
賞
」
を
拝
受
い
た
し
ま
し
た
。
二
十
五
日
に
は
国
際
武
道
講
習
会
セ
ミ
ナ
ー

で
、
空
手
道
講
師
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
、
多
数
の
諸
外
国
の
空
手
愛
道
家
と
共
に
汗
を
流
さ
せ

て
頂
き
、
貴
重
な
時
間
を
賜
っ
た
こ
と
は
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。
そ
し
て
世
界
平
和
祈
願
碑
の

除
幕
式
に
立
ち
会
え
た
こ
と
は
、
一
生
の
記
憶
に
遺
る
感
動
シ
ー
ン
で
し
た
。

先
般
の
総
会
に
て
本
部
席
よ
り
、
大
掛
か
り
な
世
界
武
徳
祭
は
今
回
を
最
後
に
し
、
向
後
は

団
体
広
報
に
注
力
し
て
会
員
増
強
を
目
指
す
こ
と
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
公
表
を
受
け
、

我
々
も
新
し
い
方
々
を
迎
え
入
れ
る
側
と
し
て
、
襟
を
正
し
、
襲
古
還
新
の
武
道
家
と
し
て
姿

勢
を
新
た
に
し
て
い
か
ね
ば
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

目
に
鮮
や
か
な
新
緑
と
心
地
よ
い
風
が
こ
こ
ろ
を
和
み
せ
て
く
れ
る
季
節
に
開
催
さ
れ
た
第

理
事
長
賞
拝
受

理
事
長
賞

空
手
愛
道
家

道
観
世
宗
慶

理
事
長
賞
を
受
賞
し
て

理
事
長
賞

弓
刀
錬
心
舘
道
場　

代
表

北
川　
　

茂

鉄
心
先
生
、
国
内
外
の
役
員
先
生
、
諸
先
生
、
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
七
年
四
月
二
十
九
日
、
第
七
回
世
界
武
徳
祭
及
び
第
六
十
三
回
全
国
武
徳
祭
が
盛
大
か

つ
成
功
裡
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
前
日
、
開
会
式
の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
お
い
て
三
笠
宮
彬
子

女
王
殿
下
御
列
席
の
も
と
、
武
徳
栄
誉
賞
及
び
居
合
道 

九
段
の
証
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

浅
学
非
才
の
我
が
身
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
武
徳
栄
誉
賞
、
ま
た
九
段
と
い
う
高
段
位
に
は

到
底
ふ
さ
わ
し
く
な
く
分
不
相
応
で
す
が
、
今
後
さ
ら
に
努
力
を
重
ね
よ
と
の
叱
咤
激
励
を
頂

い
た
も
の
と
考
え
、
謹
ん
で
拝
領
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。

行
き
過
ぎ
た
個
人
主
義
の
進
展
に
よ
り
ま
す
ま
す
変
容
混
迷
し
て
い
く
昨
今
の
社
会
に
お
い

て
、
伝
統
的
武
道
文
化
の
保
存
・
発
展
を
主
た
る
目
的
と
す
る
大
日
本
武
徳
会
の
存
在
及
び
活

動
は
極
め
て
貴
重
で
す
。
か
よ
う
な
栄
え
あ
る
大
日
本
武
徳
会
の
活
動
、
趣
旨
目
的
に
違
わ
ず
、

今
後
さ
ら
に
研
鑽
に
努
め
る
所
存
で
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
日
本
武
徳
会
創
立
百
三
〇
周
年
記
念　

第
七
回
世
界
武
徳
祭　

第
六
十
三
回
全
国
武
徳
祭

開
会
式
に
於
い
て
総
裁
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
若
輩
者
の
私
に
と
っ
て
大
変
大
き
な
賞
で

し
た
。 武

徳
栄
誉
賞
を
受
賞
し
て

武
徳
栄
誉
賞

虚
心
流
居
合
剣
法
宗
家　

範
士
九
段

山
本　

楠
城

総
裁
賞
を
受
賞
し
て

総
裁
賞

至
誠
館
道
場

平　
　

松
男

362026年号



が
助
け
合
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
期
に
、
こ
の
よ
う
な
立
派
な
賞
を
頂
け
た
こ
と
は

私
自
身
凄
い
励
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
に
更
な
る
地
道
な
努
力
と
鍛
錬
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。そ

し
て
、
当
道
場
だ
け
の
こ
と
で
な
く
大
日
本
武
徳
会
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
少
し
で
も

貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
こ
の
よ
う
な
立
派
な
大
会
を
成
功
な
さ
っ
た
諸
先
生
方
、
並
び
に
大
会
を
成

功
に
導
い
た
濱
田
代
表
理
事
は
じ
め
諸
理
事
の
皆
様
方
に
お
お
い
な
る
感
謝
を
す
る
と
と
も
に
、

一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
並
び
に
国
際
部
の
益
々
の
隆
盛
を
ご
祈
念
も
う
し
あ
げ
ま
す
。

七
回
世
界
武
徳
祭
・
第
六
十
三
回
全
国
武
徳
祭
の
開
会
式
で
、
濱
田
鉄
心
理
事
長
か
ら
、
栄
誉

あ
る
理
事
長
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
日
本
の
伝
統
武
道
の
発
展
に
寄
与
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
が
運
営
す
る
弓
刀
錬
心
舘
道
場
は
、
開
設
二
十
二
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

し
か
し
、
よ
く
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
私
は
あ
と
数
カ
月
で
後
期
高
齢
者
の
仲
間
入
り
で
す
。

今
か
ら
弟
子
を
と
り
一
人
前
に
育
て
上
げ
る
に
は
、
絶
対
的
な
時
間
が
足
り
な
い
事
に
今
さ
ら

な
が
ら
気
付
き
愕
然
と
い
た
し
ま
し
た
。

後
進
の
指
導
の
続
き
は
、
道
場
の
師
範
代
と
助
教
に
任
せ
、
残
さ
れ
た
時
間
で
体
系
的
な
教

伝
書
の
作
成
に
取
り
掛
か
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
創
立
百
三
十
周
年
の
記
念
大
会
の
第
六
十
三
回
全
国
武
徳
祭
に
お
い
て
、
こ
の
よ

う
な
大
変
名
誉
あ
る
賞
を
受
け
た
こ
と
は
、
私
自
身
に
と
っ
て
も
本
当
に
意
外
で
、
私
ご
と
き

も
の
に
、
こ
の
よ
う
な
賞
が
頂
け
た
こ
と
に
身
が
震
え
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
私
共
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方
、
濱
田
代
表
理
事
、
竹
田
理
事
、
中

田
理
事
、
山
田
理
事
、
上
村
理
事
、
松
村
理
事
、
坂
本
監
事
、
平
監
事
は
じ
め
本
部
の
先
生
方

の
お
か
げ
で
あ
る
と
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
当
道
場
は
人
数
の
減
る
中
、
新
し
く
体
制
の
整
備
も
整
え
つ
つ
、
会
員
全
員
の
努

力
と
真
摯
な
姿
勢
で
頂
い
た
賞
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
道
場
全
員
で
の
受
賞
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

特
に
、
今
年
の
大
会
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
英
国
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
海
外
の
優
れ
た
武
道
家
の

皆
様
も
参
加
さ
れ
大
変
有
意
義
な
大
会
に
な
り
、
す
ぐ
れ
た
武
術
家
の
皆
様
方
の
演
武
に
、
感

動
し
多
く
の
も
の
を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
共
、
至
誠
館
道
場
は
、
精
神
的
な
面
に
重
点
を
置
き
、
日
々
努
力
し
て
お
り
、
技
に
つ
い

て
も
状
況
を
考
え
た
歴
史
に
ま
で
遡
り
日
々
研
究
し
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
道
場
と
し
て
未
熟
な
域
を
脱
し
え
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
努
力
し
お
た
が
い

創
立
百
三
十
周
年
記
念
・
第
七
回
世
界
武
徳
祭
、

第
六
十
三
回
全
国
武
徳
祭
に
お
い
て
理
事
長
賞
を
頂
い
て

理
事
長
賞

至
誠
館
道
場

藤
井　

正
巳

１　

開
会
式

（
１
）�

開
催
日
時�

 

二
〇
二
五
年　

令
和
七
年
四
月
二
十
八
日
午
後
四
時
か
ら

（
２
）�

場
所�

 

京
都
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル　

瑞
穂
の
間

（
３
）�

式
次
第�

 

総
裁
・
御
来
賓
入
場
、
開
会
式
宣
言
、
国
旗
へ
の
礼
、
黙
祷
、
国
家
斉
唱
、
開
会
宣
言
、

開
会
式
辞
、
来
賓
挨
拶
（
特
別
御
来
賓
：
彬
子
女
王
殿
下
、
来
賓
：
西
脇
京
都
府
知

事
、
松
井
京
都
市
長
）、
宣
誓
（
日
本
代
表
、
国
際
部
代
表
）、
表
彰
（
京
都
府
知
事
賞
、

京
都
市
長
賞
、
京
都
新
聞
社
賞
、
武
徳
栄
誉
賞
、
武
徳
騎
士
賞
、
武
徳
青
少
年
育
成

功
労
賞
、
総
裁
賞
、
理
事
長
賞
、
武
徳
国
際
平
和
賞
、
国
際
武
徳
優
秀
賞
、
国
際
武

徳
奨
励
賞
、
武
徳
功
労
賞
）、
閉
会
の
辞
、
閉
会
宣
言
、
記
念
撮
影

（
４
）�

総
括�

 

本
開
会
式
は
、
前
回
の
令
和
五
年
に
開
催
し
た
第
六
回
世
界
武
徳
祭
の
成
功
か
ら
世

創
立
一
三
十
周
年
記
念
　
第
七
回
世
界
武
徳
祭
・ 

第
六
三
回
全
国
武
徳
祭
　
開
会
式
・
祝
宴
会
結
果
報
告

一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会　

理
事

山
田　

文
典

37 2026年号



三
笠
宮
彬
子
女
王
殿
下
を
特
別
御
来
賓
と
し
て
お
招
き
し
た
開
会
式
に
参
加
で
き
た
こ
と
は
、

誠
に
感
慨
深
く
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
感
謝
の
表
し
よ
う
が
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

女
王
殿
下
の
御
挨
拶
に
は
、
世
界
平
和
と
は
何
か
と
改
め
て
思
い
致
す
と
き
武
道
と
い
う
言

葉
の
意
味
の
大
切
さ
を
心
に
留
め
た
い
と
あ
り
、
私
と
し
て
も
日
本
文
化
、
日
本
武
道
の
保
存
・

継
承
に
つ
な
が
る
よ
う
日
々
の
稽
古
を
積
み
重
ね
て
き
た
つ
も
り
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

度
の
開
会
式
で
、
改
め
て
、
そ
の
思
い
を
強
く
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
開
会
式
に
お
い
て
、
日
本
の
伝
統
武
道
の
継
承
・
発
展
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
大

い
に
力
を
尽
く
さ
れ
て
き
た
諸
先
生
方
が
、
数
々
の
栄
誉
あ
る
賞
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
誠

に
喜
ば
し
く
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
先
生
方
に
続
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
改
め
て
決
意
い
た
し
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
開
催
さ
れ
た
祝
宴
会
に
お
い
て
は
、
世
界
二
十
カ
国
お
よ
び
日
本
の
各
地
か
ら

集
い
来
た
約
五
百
名
の
武
道
家
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
伝
統
武
道
を
通
し
た

国
際
親
善
、
国
際
的
な
相
互
理
解
を
深
め
、
こ
う
し
た
活
動
が
国
際
平
和
に
繋
が
る
こ
と
期
待

い
た
し
ま
す
。

今
後
、
継
続
し
て
世
界
武
徳
祭
を
開
催
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
何
か
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

界
武
徳
の
潮
流
を
よ
り
大
き
な
も
の
に
す
る
べ
く
、
多
く
の
国
際
部
武
道
家
の
参
加

に
よ
り
盛
大
に
開
催
で
き
る
こ
と
を
大
変
意
義
深
い
も
の
と
な
っ
た
。�

 

特
別
御
来
賓
と
し
て
お
越
し
賜
り
ま
し
た
彬
子
女
王
殿
下
の
御
祝
辞
の
中
に
「
世
界

平
和
と
は
何
か
に
改
め
て
思
い
を
い
た
す
と
き
、
武
道
と
い
う
言
葉
の
持
つ
意
味
の

大
切
さ
を
、
ご
参
会
の
皆
様
に
は
こ
の
世
界
武
徳
祭
を
機
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
心
に
お

留
め
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
の
お
言
葉
に
会
場
全
体
が
感
銘
を
受
け
、
気
の
引

き
締
ま
る
感
動
を
受
け
た
も
の
と
な
っ
た
。

２　

祝
宴
会

（
１
）�

開
催
日
時�

 

二
〇
二
五
年　

令
和
七
年
四
月
二
十
八
日
午
後
六
時
か
ら

（
２
）�

場
所�

 

京
都
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル　

瑞
穂
の
間

（
３
）�

式
次
第�

 

御
来
賓
入
場
、
開
会
挨
拶
、
開
会
祝
辞
（
京
都
府
知
事
）、
乾
杯
音
頭
（
京
都
市
長
）、

祝
宴
：
懇
談
、
京
都
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
演
奏
、
閉
会
の
辞
、
祝
宴
会
の
閉
会
宣
言
、

御
来
賓
退
場

（
４
）�

京
都
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
演
奏�

 

一
九
七
二
年
に
結
成
、
一
人
一
人
が
ソ
リ
ス
ト
の
個
性
派
揃
い
の
プ
ロ
の
合
奏
団
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
他
に
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
も
セ
ン
ス
あ
る
編
曲
多
く
演
奏

し
、
京
都
市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
と
し
て
タ
イ
ア
ッ
プ
し
多
く
の
聴
衆
を
魅

了
し
て
い
る
。

（
５
）�

総
括�

 

開
会
式
の
厳
粛
さ
か
ら
雰
囲
気
は
華
麗
、
親
和
ム
ー
ド
に
変
化
し
、
武
道
を
通
じ
て

結
ば
れ
た
本
会
本
部
出
席
者
と
国
際
部
武
道
家
が
心
を
通
わ
す
親
交
の
場
と
な
っ
た
。 

祝
宴
会
後
半
に
披
露
さ
れ
た
京
都
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
室
内
演
奏
団
の
演
奏
に
魅
了

さ
れ
た
外
国
人
か
ら
の
熱
烈
な
拍
手
か
ら
明
日
に
控
え
た
第
七
回
世
界
武
徳
祭
に
向

け
た
静
か
な
闘
志
が
感
じ
ら
れ
る
素
晴
し
い
祝
宴
と
な
っ
た
。

世
界
武
徳
祭
・
全
国
武
徳
祭
開
会
式
に

出
席
し
て

一
心
無
双
流
居
合
道
剣
心
会

中
野　

秀
人

382026年号



日時　 令和7年4月29日（火・祝）

　　　 午前9時00分

場所　 京都市武道センター・旧武徳殿

主催　　一般社団法人　大日本武徳会
後援　　京都府　京都市　京都新聞

第7回 世界武徳祭
第63回 全国武徳祭

創立130周年記念

39 2026年号



402026年号

大　　会　　次　　第
◎ 平安神宮祈願祭　　4月29日午前8時10分より

平　安　神　宮

修 　 　 　 祓
玉 串 奉 納 大 会 委 員 長 濱 田 鉄 心
奉 納 演 武 居 合 道 　 範 士 八 段 落 合 春 彦

開　　　　　会

総 裁 ・ 来 賓 入 場
開 始 宣 言 進 行 委 員 長  藤 井 正 巳
優 勝 旗 の 返 還 北 陸 連 盟 修 童 館 中 田 浩 大
個人最優秀賞杯の返還 宮 園 國 男
演 武 上 の 注 意 大 会 管 理 運 営 委 員 長 山 田 文 典
祓 い の 儀 居 合 道 　 範 士 九 段 市 村 　 章

演　　　　　武

国 際 部 演 武
剣 道 形 演 武
本 部 古 武 道 演 武
納 め の 儀 居 合 道　 範 士 九 段 伊 藤 　 學

閉　　会　　式

選 手 整 列
表 彰 大 会 会 長 東 伏 見 慈 晃 総 裁
講 評 大 会 検 証 委 員 長 竹 田 　 豊
閉 会 の 辞 大 会 委 員 長 濱 田 鉄 心
万 歳 三 唱 大 会 委 員 長 濱 田 鉄 心
閉 会 宣 言 大 会 進 行 委 員 長 藤 井 正 巳
閉 会 の 礼 大 会 進 行 委 員 長 藤 井 正 巳
記 念 撮 影

大会終了後武徳殿において記念撮影をします。　 　
※当日演武場内での携帯電話の使用禁止。場内外からの動画・カメラ等も撮影禁止。
※本会が定めた写真班が当日記録用に撮影いたします。
※本会が定めたコロナウイルス感染予防対策にご理解頂き、ご協力お願いいたします。

午前9時00分開始
総合進行委員長：藤井正巳

午後5時30分



第７回世界武徳祭・第63回全国武徳祭　表彰
団体最優秀賞

京都府・滋賀県	 一心無双流居合道　剣心会

団体優秀賞　【六団体】

京都府	 日本武道空手協会
三重県	 古流無双直伝英信流　神和会
石川県	 北陸連盟修童館
大阪府	 誠道館　虚心流居合剣法
大阪府	 一般財団法人　大東流合気柔術　琢磨会
大阪府	 弓刀錬心舘道場

団体奨励賞　【五団体】

兵庫県	 正統無双直伝英信流居合兵法　日本古武道直心会
大阪府	 武徳和魂会　心傳流柔術
大阪府	 日本古武道　武公館道場
徳島県	 誠正館
大阪府	 大阪修武会

団体努力賞　【十六団体】

愛知県	 日本戸山流居合道
大阪府	 日本古式武道協会　拳正会
京都府	 正守和道塾
京都府	 土佐伝承無双直伝英信流　理法塾
大阪府	 大誠会
大阪府	 日本古武道　誡慧塾
茨城県	 水府流
京都府	 至誠館
千葉県	 日本伝一心無双流居合兵法　千葉剣心会
兵庫県	 心月無想柳流　古武道甲武館
大阪府	 神伝円心流
長野県	 古武道唯心会
東京都	 神刀流
神奈川県	 松道流　松栄館
京都府	 直伝円心流居合道
大阪府	 素心流居合抜刀術

41 2026年号



招待団体特別賞　【十一団体】

東京都	 一般社団法人　居想会
京都府	 登龍館・田宮流居合術元和会京都本部
大阪府	 明心館道場
京都府	 極心館
滋賀県	 NPO法人合気道錬身会　滋賀道場
石川県	 加州英信流
埼玉県	 双月会
三重県	 北勢波動琉空手道　一心塾
東京都	 大東流合気柔術　扶桑会
京都府	 誠道会
大阪府	 関西大学体育会　古武道部

青少年模範演武特別賞　【三団体】

大阪府	 日本古式武道協会　拳正会
京都府	 正守和道塾
石川県	 北陸連盟修童館

個人最優秀賞　桑原兵充杯
アメリカ支部	 武心館　Hollie Kumpaitis

個人賞
優秀賞　【十七名】

愛知県	 日本戸山流居合道　成田　守
京都府	 日本武道空手協会　花元　浄一
東京都	 神刀流　田村　敬藏
大阪府	 沖縄又吉古武道　光道館　大阪堺守礼館　村山　盛哲
大阪府	 神伝円心流　森内　一藏
千葉県	 日本伝一心無双流居合兵法　千葉剣心会　村上　亨
京都府	 剛柔流　渡邊　勉
兵庫県	 日本古武道直心会　石本　一平
石川県	 北陸連盟修童館　井本　敏弘
神奈川県	 天真正伝香取神道流　杉野　至寛
神奈川県	 松道流　松栄館　野川　栄一
京都府	 日本武道空手協会　二又　静明
神奈川県	 天真正伝香取神道流　岩田　一政
大阪府	 一般財団法人大東流合気柔術琢磨会　槇原　恒夫
石川県	 北陸連盟修童館　中森　茂範
茨城県	 金硬流唐手・沖縄古武術　早坂　義文
大阪府	 素心流居合抜刀術　宮園　國男
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奨励賞　【十名】

京都府・滋賀県	 一心無双流居合道　剣心会　川﨑　竹藏
石川県	 北陸連盟修童館　桝田　正博
大阪府	 弓刀錬心舘道場　浦上　則國
徳島県	 誠正館　樫野　正
大阪府	 日本古武道　誡慧塾　樋口　友視
長野県	 古武道唯心会
京都府	 日本武道空手協会　齋木泰德
大阪府	 武徳和魂会　心傳流柔術　髙島　伸幸
京都府	 土佐伝承無双直伝英信流　理法塾　木下　賢司
兵庫県	 日本古武道直心会　中　恒夫

努力賞　【二十八名】

愛知県	 日本戸山流　横山　達也
京都府・滋賀県	 一心無双流居合道　剣心会　小田　尚幸
京都府・滋賀県	 一心無双流居合道　剣心会　中野　秀人
石川県	 北陸連盟修童館　中森　順子
石川県	 北陸連盟修童館　長田　妙子
東京都	 松濤館流　土屋　恭之
大阪府	 日本古式武道協会拳正会　岡田　豊
大阪府	 神伝円心流　渡辺　円裕
大阪府	 弓刀錬心舘道場　渡辺　宏
茨城県	 水府流　落合　剣匠
長野県	 古武道唯心会　内藤　誉
大阪府	 誠道館　虚心流居合剣法　平田　与一
京都府	 至誠館　沖田　茂宏
千葉県	 日本伝一心無双流居合兵法　千葉剣心会　杉原　陽一
千葉県	 講道館柔道　藪崎　聡
大阪府	 日本古武道　武公館道場　恩田　忍
大阪府	 大阪修武会　山本　哲也
兵庫県	 日本古武道直心会　徳岡　秀一
茨城県	 金硬流唐手・沖縄古武術　大村　朝洋
京都府・滋賀県	 一心無双流居合道　剣心会　桐畑　薫
京都府・滋賀県	 一心無双流居合道　剣心会　西沢　由則
大阪府	 日本古武道　武公館道場　古本　祥太
大阪府	 弓刀錬心舘道場　塚谷　才英
大阪府	 弓刀錬心舘道場　山口　健太郎
石川県	 北陸連盟修童館　戸田　赳朗
徳島県	 誠正館　岩井　孝夫
京都府	 直伝円心流居合道　酒井　善宣
京都府	 日本武道空手協会　安部　俊伯
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第７回世界武徳祭及び第63回全国武徳祭
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令
和
七
年
四
月
二
十
五
日
、
創
立
百
三
十
周
年
記
念
、
第
七
回
世
界
武
徳
祭
・
第
六
十
三
回

全
国
武
徳
祭
記
念
「
国
際
部
武
道
講
習
会
」
が
京
都
市
武
道
セ
ン
タ
ー
及
び
武
徳
殿
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
、
前
回
の
世
界
大
会
の
後
、
外
国
の
武
道
家
た
ち
か
ら
、「
大
日
本
武
徳
会

の
本
部
の
先
生
た
ち
か
ら
直
接
そ
の
極
意
を
教
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
機
会
が
ほ
し
い
。」

と
の
声
が
多
数
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
実
現
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

講
習
会
は
今
回
の
世
界
大
会
な
ど
一
連
の
行
事
の
中
で
最
初
に
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
受
講

者
の
ほ
と
ん
ど
が
来
日
し
て
間
も
な
く
、
体
調
も
不
十
分
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
非
常
に

精
力
的
で
、「
何
か
を
吸
収
し
て
帰
ろ
う
。」
と
い
う
熱
意
が
現
れ
て
い
ま
し
た
。

午
前
九
時
か
ら
の
開
会
式
典
の
後
、
午
前
中
は
、
山
田
先
生
、
市
村
先
生
、
井
本
先
生
の
居

合
道
、
村
山
先
生
の
沖
縄
古
武
道
、
山
本
先
生
の
剣
道
、
中
森
・
長
田
・
中
田
先
生
の
槍
術
と

木
下
先
生
の
杖
術
の
指
導
が
行
わ
れ
、
ま
た
午
後
か
ら
は
武
道
セ
ン
タ
ー
の
半
分
ほ
ど
に
畳
を

敷
い
て
、
北
野
先
生
、
野
川
先
生
の
柔
術
、
槇
原
先
生
の
合
気
柔
術
、
薮
崎
先
生
の
柔
道
、
上

村
先
生
、
道
観
世
先
生
、
渡
邊
先
生
の
空
手
道
、
竹
田
先
生
の
古
武
道
の
指
導
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
受
講
生
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
事
前
に
申
し
込
ん
だ
種
目
に
分
か
れ
て
熱
心
に
教
え
を
受
け
て

い
ま
し
た
。
午
前
と
午
後
の
部
の
最
後
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
に
対
し
て
お
礼
の
記
念
品
を

贈
呈
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
、
武
道
講
習
会
は
大
き
な
混
乱
や
怪
我
も
な
く
、
午
後
三

時
こ
ろ
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
世
界
大
会
後
の
意
見
調
査
に
よ
る
と
、
も
っ
と
深
く
鍛
錬
し
た
い
と
い
う
方
も
い
る

よ
う
で
、
今
後
の
武
道
の
多
様
化
や
広
が
り
に
期
待
が
持
て
る
よ
う
な
講
習
会
に
な
り
ま
し
た
。

国
際
部
武
道
講
習
会
報
告
書

国
際
部

坂
本　

俊
一

国際部武道講習会

59 2026年号
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青龍殿奉納古武道演武大会

65 2026年号



伊勢神宮奉納古武道演武大会

67 2026年号



国際部錬成大会

69 2026年号



さよならパーティー

702026年号



862026年号



87 2026年号

大　　会　　次　　第

◎ 平安神宮祈願参拝　　午前10時30分より

玉　　串　　拝　　礼 濱 田 鉄 心

開　　会　　式

開 会 宣 言 大会管理運営副委員長 松 村 則 夫

開 会 挨 拶 大 会 副 委 員 長 竹 田 　 豊

演 武 上 の 注 意 大 会 検 証 委 員 長 山 田 文 典

祓 い の 儀 居 合 道 　 範 士 八 段 井 本 敏 弘

演　　　　　武

＊�時間の都合上、演武時間は７分以内とする。試斬り並びに弓術・古武術も 
７分以内とします。

閉　　会　　式

納 め の 儀 居 合 道 　 範 士 九 段 伊 藤 　 學

講 評 大 会 検 証 委 員 長 山 田 文 典

閉 会 挨 拶 大 会 委 員 長 濱 田 鉄 心

閉 会 宣 言 大 会 進 行 副 委 員 長 上 村 雅 彦

午前11時
司会進行　大会進行委員長：中田浩大



今
大
会
は
、
前
年
に
比
べ
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
、
威
厳
を
伴
っ
た
有
意
義
な
大
会
で
あ
り
、

多
く
の
事
柄
に
お
い
て
改
善
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に
、
大
会
の
準
備
、
進
行
等
に
携
わ
れ
た
先
生
が
た
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
し
、
一

般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
の
今
後
さ
ら
な
る
発
展
と
、
各
道
場
流
派
の
先
生
方
の
栄
達
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
七
年
十
月
五
日
（
日
）
第
三
十
三
回
古
武
道
奉
納
演
武
大
会
が
平
安
神
宮
額
殿
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

秋
の
雨
が
降
り
少
し
む
し
暑
い
天
気
の
中
、
大
会
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
八
時
半
す
ぎ
に
は
、
理
事
の
山
田
先
生
を
始
め
、
上
村
先
生
ら
が
集
ま
り
、
平
安
神
宮

の
額
殿
の
準
備
に
取
り
掛
か
り
、
作
業
を
無
事
に
終
え
ま
し
た
。

午
前
十
時
十
分
よ
り
額
殿
前
に
参
加
者
が
整
列
し
、
前
の
祈
祷
が
終
わ
る
の
を
待
ち
、
平
安

神
宮
拝
殿
に
て
祈
祷
、
玉
串
奉
納
等
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
安
神
宮
額
殿
に
戻
り
、
記
念
撮
影
を
お
こ
な
い
、
山
田
文
典
先
生
よ
り
検
証
委
員
等
の
時

間
割
、
役
割
等
の
説
明
が
あ
り
、
続
い
て
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
祓
の
儀
」
は
範
士
八
段　

井
本
敏
弘
先
生
の
演
武
で
始
ま
り
、
さ
ら
に
、
誠
正
館
の
演
武
、

神
和
会
、
剣
心
会
Ａ
、
修
童
館
Ａ
、
拳
正
会
Ａ
、
拳
正
会
Ｂ
、
拳
正
会
Ｃ
、
双
水
執
流
武
尊
会

Ａ
、
誡
慧
塾
、
直
伝
円
心
流
大
誠
会
、
神
武
会
、
理
法
塾
、
大
阪
堺
守
礼
館
、
至
誠
館
Ａ
修
童

館
Ｂ
、
戸
山
流
中
村
流
抜
刀
術
、
講
道
館
柔
道
、
松
栄
館
、
天
然
理
心
流
、
大
阪
修
武
会
、
日

本
古
武
道
直
心
会
、、
双
水
執
流
武
尊
会
Ｂ
、
古
武
道
唯
心
会
、
琢
磨
会
、
日
本
古
式
武
道
拳

正
会
、
正
守
和
道
塾
、
剣
心
会
Ｂ
、
智
心
流
兵
法
空
手
道
、
剛
柔
流
、
至
誠
館
Ｂ
、
無
双
直
伝

英
信
流
、
虚
心
流
居
合
拳
法
、
修
童
館
Ｃ
、
素
心
流
居
合
抜
刀
術
の
先
生
方
の
見
事
な
演
武
が

続
き
ま
し
た
。

途
中
の
進
行
状
況
は
、
各
道
場
の
先
生
方
が
制
限
時
間
を
き
ち
ん
と
守
り
大
変
ス
ム
ー
ズ
に

な
が
れ
ま
し
た
。
途
中
の
雑
音
に
も
め
げ
ず
集
中
さ
れ
て
演
武
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
は
、
感
動

い
た
し
ま
し
た
。

写
真
撮
影
禁
止
の
看
板
が
あ
り
、
全
体
と
し
て
う
ま
く
機
能
し
て
お
り
ま
し
た
。

ま
た
、
移
動
警
備
等
に
お
い
て
も
、
ト
ラ
ブ
ル
等
は
な
く
、
無
事
責
務
を
果
た
し
ま
し
た
。

「
納
の
儀
」
で
は
範
士
九
段　

伊
藤
學
先
生
の
気
迫
の
こ
も
っ
た
演
武
で
第
三
十
三
回
平
安

神
宮
古
武
道
奉
納
演
武
大
会
は
、
午
後
二
時
二
十
五
分
に
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。

第
三
十
三
回
平
安
神
宮
古
武
道
奉
納
演
武
大

会
報
告

至
誠
館

藤
井　

正
巳

御礼の御挨拶
第33回平安神宮奉納古武道演武大会も皆様の多大なる御協力と御支援

によりお陰様で無事盛大裡に終了いたしました。
ありがとうございました。厚く御礼申し上げます。

一般社団法人大日本武徳会

大　会　参　与
ご協賛及びお祝金をいただいた個人及び団体（順不同）

御　芳　名 御　芳　名
濱 田 鉄 心 様 竹 田 　 豊 様
市 村 　 章 様 山 本 楠 城 様
坂 本 俊 一 様 石 本 一 平 様
伊 藤 學 様 松 道 流 松 栄 館 様
山 田 文 典 様 中 野 秀 人 様
小 松 秀 敏 様 平 林 裕 蔵 様
北 川 　 茂 様 杉 生 闡 祐 様
渡 邊 　 勉 様 村 山 盛 哲 様
樋 口 友 視 様 田 中 悠 樹 様
正守和道塾・上村雅彦様 神 和 会 様
日本古式武道協会拳正会様 中 田 武 太 様
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高
段
者
審
査
会　

合
格
者

【
居
合
道
】

六
段

山

川　
　

正

七
段

沖

田　

茂

宏

七
段

中

野　

秀

人

七
段

小

田　

尚

幸

七
段

渡

辺　

円

裕

七
段

橋

本　
　

御

八
段

東

出　

廣

志

八
段

杉

生　

闡

祐

八
段

松

村　

則

夫

【
空
手
道
】

八
段

齋

木　

泰

徳

七
段

安

部　

俊

伯
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第
十
三
回
定
時
社
員
総
会
　
及
び

第
十
七
回
武
道
執
行
専
門
委
員
会

日
時　

令
和
八
年
一
月
十
八
日
（
日
）

場
所　

京
都
東
急
ホ
テ
ル

103 2026年号



令
和
八
年
一
月
一
八
日
、
一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
第
十
三
回
定
時
社
員
総
会
が
、
午

後
一
時
か
ら
京
都
東
急
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
進
行
役
の
中
田
浩
大
理
事
が
開
会
宣
言
を
行
い
、
国
旗
・
武
徳
会
旗
に
対
し
礼
の
後
、

黙
祷
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
事
務
局
か
ら
「
本
総
会
に
は
、
正
社
員
総
数
百
七
人
中
三
十
五

人
が
出
席
し
て
お
り
、
委
任
状
提
出
者
が
四
十
七
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
議
決
権
社
員
の
総

計
が
八
十
二
人
で
、
本
定
時
社
員
総
会
が
成
立
す
る
。」
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

続
い
て
総
会
議
長
の
発
表
、
議
事
録
作
成
者
の
発
表
が
あ
り
、
山
田
文
典
代
表
理
事
が
開
会

に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
を
行
っ
た
。
ご
自
身
の
代
表
理
事
に
な
っ
た
経
緯
を
簡
単
に
説
明
し
た
後
、

「
午
前
中
の
武
道
執
行
専
門
委
員
会
で
は
非
常
に
闊
達
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。
本
総
会
で

も
皆
さ
ん
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
賜
わ
り
た
い
。」
旨
挨
拶
し
た
。

総
会
議
長
に
指
名
さ
れ
た
山
田
代
表
理
事
の
進
行
で
、
議
題
ご
と
順
に
総
会
が
進
行
し
た
。

一
、
第
一
号
議
案
及
び
第
二
号
議
案

塩
田
事
務
局
長
か
ら
「
二
〇
二
五
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
」
が
な
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
坂
本
・
平
の
両
監
事
か
ら
「
適
切
に
執
行
さ
れ
て
い
た
」
旨
の
監
査
報
告
が

な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
両
議
案
に
つ
き
決
議
を
行
い
、
満
場
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

二
、
第
三
号
議
案
及
び
第
四
号
議
案

塩
田
事
務
局
長
か
ら
「
二
〇
二
六
年
度
事
業
計
画
」
及
び
「
二
〇
二
六
年
度
収
支
予
算

案
」
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
両
議
案
に
つ
き
決
議
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
多
数
で

承
認
さ
れ
た
。

三
、
第
五
号
議
案

前
代
表
理
事
の
退
会
に
伴
い
山
田
文
典
理
事
が
残
り
の
任
期
一
年
を
代
表
理
事
と
し
て

務
め
る
こ
と
が
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
。

前
代
表
理
事
が
務
め
て
い
た
国
際
部
長
に
国
際
部
の
坂
本
監
事
を
任
命
し
、
あ
わ
せ
て

坂
本
監
事
を
理
事
に
任
命
す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
後
任
監
事
と
し
て
、
山
本
勇
先
生
を
任
命
す
る
。

こ
の
三
人
の
役
員
改
正
に
つ
き
決
議
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

四
、
第
六
号
議
案

右
記
三
の
三
人
か
ら
就
任
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

五
、
第
七
号
議
案

「
内
規
施
行
規
則　

第
七
号　

武
道
執
行
専
門
委
員
に
関
す
る
規
則　

第
二
条
」
の
改

正
に
伴
う
説
明
が
上
村
理
事
か
ら
な
さ
れ
た
。

補
足
と
し
て
、
代
表
理
事
か
ら
、「
内
規
施
行
規
則　

第
二
号　

支
部
及
び
団
体
等
の

設
置
、
運
営
等
に
関
す
る
規
則　

第
十
六
条
」
に
関
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
際
は
す

べ
て
事
前
承
認
が
必
要
な
わ
け
で
は
な
く
、
武
徳
殿
、
平
安
神
宮
、
伊
勢
神
宮
等
当
会
主

催
の
大
会
が
実
施
さ
れ
る
場
所
に
お
い
て
支
部
や
道
場
等
の
大
会
を
計
画
す
る
と
き
は
、

事
前
に
本
部
に
報
告
し
て
す
り
合
わ
せ
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
旨
、
説
明
が

あ
っ
た
。

六
、
第
八
号
議
案

午
前
中
実
施
し
た
武
道
執
行
専
門
委
員
会
の
各
座
長
か
ら
検
討
結
果
の
発
表
が
な
さ
れ

た
。

（
一
）
組
織
管
理
委
員
会
（
藤
井
正
巳
理
事
）

正
会
員
と
一
般
会
員
の
区
別
、
準
武
道
執
行
専
門
委
員
の
正
会
員
化
、
除
名
と
退

会
の
区
別
、
復
会
方
法
、
会
費
の
減
額
、
規
約
の
シ
ン
プ
ル
化
な
ど
に
関
す
る
こ
と

を
検
討
し
た
。

（
二
）
活
動
活
性
委
員
会
（
山
本
勇
監
事
）

剣
道
の
盛
り
返
し
に
つ
い
て
特
化
し
、
剣
道
形
の
交
流
研
修
会
の
実
施
、
旧
武
徳

殿
に
お
け
る
剣
道
形
の
講
習
会
の
実
施
、
居
合
と
剣
道
の
交
流
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
た
。

（
三
）
未
来
発
展
（
上
村
雅
彦
理
事
）

ア　

国
際
部
と
の
連
携

武
種
別
の
講
習
会
の
実
施
、
支
部
大
会
へ
の
参
加
、
海
外
か
ら
の
受
入
体
制
の

強
化
（
各
道
場　

間
の
連
携
強
化
）
な
ど
を
検
討
し
た
。

イ　

青
少
年
の
育
成

父
兄
、
保
護
者
に
認
め
ら
れ
る
道
場
に
す
る
た
め
、
心
の
教
育
や
礼
節
の
重
き

を
置
い
た
指
導
、
大
日
本
武
徳
会
の
名
称
を
も
っ
と
幅
広
く
気
軽
に
使
え
る
よ
う

に
す
る
施
策
、
一
度
辞
め
た
人
に
戻
っ
て
き
て
も
ら
え
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
、

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

第
十
三
回
定
時
社
員
総
会
の
報
告

　

理
事

坂
本　

俊
一
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（
四
）
情
報
発
信
（
平
監
事
）

各
道
場
か
ら
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
やTikTok

な
どSN

S

へ
の
活
動
状
況
の
発
信
、
武

徳
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
気
軽
に
見
や
す
く
す
る
こ
と
、
大
会
の
写
真
撮
影
な
ど
に

つ
い
て
検
討
し
た
。

七
、
第
九
号
議
案
及
び
第
十
号
議
案

塩
田
事
務
局
長
よ
り
、
二
〇
二
六
年
度
本
会
主
催
事
業
の
内
容
及
び
後
援
事
業
と
し
て

大
阪
府
支
部
の
武
道
研
修
会
の
日
程
等
が
報
告
さ
れ
た
。

八
、
第
十
一
号
議
案

上
村
理
事
よ
り
、
昨
年
度
か
ら
会
報
を
年
一
回
の
発
行
と
し
て
内
容
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
と
し
た
旨
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
坂
本
理
事
よ
り
、
国
際
部
の
事
業
実
施
状
況
及
び
十
月
の
ア
メ
リ
カ
合
宿
に
参

加
し
た
結
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

九
、
質
疑山

田
議
長
か
ら
、
個
別
の
質
疑
で
は
な
く
一
人
一
人
か
ら
順
次
ご
意
見
を
伺
う
機
会
と

し
た
い
旨
の
発
言
が
あ
り
、
一
人
二
分
以
内
で
感
想
や
意
見
・
今
後
の
抱
負
な
ど
を
語
る

機
会
を
設
け
た
。

質
疑
の
後
、
代
表
理
事
か
ら
「
内
規
の
改
正
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
一
つ
一
つ
進
め

て
い
き
た
い
。」
旨
、
発
言
が
あ
っ
た
。

す
べ
て
の
議
題
の
審
議
が
終
了
し
、
最
後
に
山
田
代
表
理
事
か
ら
「
新
し
い
組
織
で
一
人
一

人
が
活
躍
し
て
ほ
し
い
。
今
次
総
会
で
は
、
色
々
と
闊
達
な
ご
意
見
が
多
数
聞
か
れ
た
。
執

行
部
一
同
、
不
退
転
の
覚
悟
で
前
に
進
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
た
い
。」
旨
、

閉
会
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
が
あ
り
、
午
後
三
時
三
十
分
、
国
旗
並
び
に
武
徳
会
旗
に
対
す
る
礼

の
後
中
田
理
事
が
閉
会
を
宣
言
し
て
、
第
十
三
回
定
時
社
員
総
会
は
閉
会
し
た
。

�

以　

上　
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大
日
本
武
徳
会
と
武
徳
鐵
扇

旧
沖
縄
県
支
部
（
金
硬
流
唐
手
・
沖
縄
古
武
術
）

範
士
八
段

早
坂　

義
文

「
武
徳
鐵
扇
」
と
は
、
明
治
時
代
に
入
り
大
日
本
武
徳
会
の
会
員
と
し
て
武
道
家
が
所
持
す

る
武
道
具
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
江
戸
時
代
の
侍
の
携
帯
す
る
小
武
器
の
一
つ
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

鐵
扇
を
販
売
す
る
雑
誌
広
告
に
は
、「
鐵
扇
は
指
揮
、
護
身
、
審
判
そ
の
他
諸
式
に
用
い
、

威
武
を
正
し
う
す
る
も
の
な
れ
ば
古
の
用
意
周
到
な
る
武
術
家
は
、
外
出
に
も
座
上
に
も
常
に

身
辺
を
離
さ
ざ
る
も
の
な
り
し
、
故
に
今
日
古
式
を
貴
ぶ
武
術
家
が
こ
れ
を
携
帯
す
る
と
き
は
、

何
と
な
く
古
武
士
を
偲
ば
し
め
て
邃
し
き
も
の
な
り
。」
と
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
武
徳
鐵
扇
が
大
日
本
武
徳
会
に
於
い
て
、
会
員
の
シ
ン
ボ
ル
的
所
持
品
に
な
っ
て
い
た

こ
と
を
知
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

現
存
す
る
大
日
本
武
徳
会
鐵
扇
も
数
が
少
な
く
な
り
、
当
時
の
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま

す
。戦

前
の
武
徳
会
の
演
武
会
に
参
加
し
て
い
た
武
道
家
三
宅
清
七
翁
が
居
ま
し
た
。

目
が
不
自
由
な
が
ら
心
眼
の
目
で
見
て
相
手
を
制
圧
し
た
素
晴
ら
し
い
技
法
を
伝
え
、
鐵
扇

術
錬
士
の
称
号
を
保
持
し
て
お
り
ま
し
た
。

三
宅
清
七
は
、
文
久
三
年
五
月
二
十
五
日
、
徳
島
県
美
馬
郡
江
原
町
大
字
拜
原
村
で
生
ま
れ

ま
し
た
。

柳
生
流
鐵
扇
術
を
森
種
之
助
に
学
び
、
同
流
の
鎖
鎌
術
を
加
美
栄
太
郎
に
学
ん
だ
と
伝
わ
り
、

四
十
歳
頃
よ
り
両
眼
を
失
明
し
ま
し
た
が
、
鐵
扇
術
を
門
弟
に
指
導
す
る
も
通
常
人
と
何
ら
変

わ
り
な
く
伝
授
し
ま
し
た
。

ま
た
、
三
宅
は
自
流
を
三
宅
心
眼
流
と
名
乗
り
、
自
己
の
学
ん
だ
柳
生
流
鐵
扇
術
に
自
分
の

名
字
を
冠
し
、
目
は
み
え
な
く
と
も
敵
の
気
配
を
察
し
心
眼
で
見
る
と
の
気
構
え
で
あ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

道
場
活
動
だ
よ
り
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そ
し
て
、
大
日
本
武
徳
会
の
鐵
扇
を
「
武
徳
扇
・
武
徳
鐵
扇
」
と
し
て
販
売
し
た
の
が
、
土

屋
便
利
堂
、
中
田
好
美
堂
な
ど
で
し
た
。

そ
し
て
、
土
屋
便
利
堂
が
発
行
し
た
「
鐵
扇
の
使
い
方
解
説
」
と
題
し
た
資
料
が
あ
り
ま
す

の
で
参
考
と
し
て
掲
載
し
ま
す
。

こ
の
土
屋
便
利
堂
は
、
昭
和
十
三
年
十
月
二
十
日
河
原
田
稼
吉
文
部
大
臣
が
武
徳
会
の
役
員

を
務
め
て
い
た
と
き
に
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
が
所
持
す
る
武
徳
鐵
扇
は
、
三
本
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
本
は
、
伏
見
宮
貞
愛
親
王
の
署
名
押
印
の
あ
る
も
の
、
二
本
目
は
、
剣
道
教
士
號
拝

受
記
念
と
刻
印
さ
れ
た
も
の
、
三
本
目
は
、
桐
の
箱
に
収
ま
っ
た
京
都
寺
町
五
条
南
久
寿
扇
本

舗
御
影
堂
桑
林
庵
宣
阿
彌
が
販
売
し
た
武
徳
鐵
扇
で
す
。

大
日
本
武
徳
会
は
、
創
立
百
三
十
年
の
歴
史
が
経
ち
、
良
き
伝
統
の
炎
が
未
来
永
劫
と
な
る

こ
と
を
祈
念
し
て
武
徳
鐵
扇
に
つ
い
て
記
述
し
ま
し
た
。
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道
場
だ
よ
り

一
心
無
双
流
居
合
道
剣
心
会

錬
士　

六
段

小
田　

尚
幸

令
和
七
年
七
月
十
九
、二
十
日
に
、
毎

年
一
泊
二
日
で
恒
例
と
な
っ
て
い
る
夏
合

宿
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
会
場
は
、
湖
西
に
あ
る
大
津
市

木
戸
の
公
民
館
で
稽
古
、
宿
泊
は
琵
琶
湖

岸
の
和
邇
浜
水
泳
場
近
く
に
あ
る
民
宿
山

宗
で
し
た
。

普
段
は
、
京
都
・
滋
賀
各
地
の
六
道
場

あ
る
そ
れ
ぞ
れ
に
わ
か
れ
て
稽
古
を
し
て

い
ま
す
が
、
剣
心
会
一
同
が
顔
を
合
わ
せ

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は

二
十
名
を
超
え
る
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

稽
古
は
、
初
伝
の
形
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
中
心
に
、
練
度
に
合
わ
せ
て
中
伝
に

取
り
組
み
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
、
剣
道
防

具
を
つ
け
た
剣
士
に
打
ち
込
ん
で
み
る
、

新
聞
紙
を
居
合
刀
で
斬
っ
て
み
る
と
い
っ

た
普
段
は
あ
ま
り
行
わ
な
い
遊
び
心
を
取

り
入
れ
た
稽
古
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

宿
泊
で
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
琵
琶
湖
に

て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、

練
度
に
合
わ
せ
て
自
分
の
居
合
形
に
血
を

通
わ
せ
る
良
い
稽
古
と
な
り
ま
し
た
。

113 2026年号




